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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
  

 ワー ク ・ フ ァミ リ ー ・ コン フ リ ク ト（ 以 下 ， WFC）は 精 神 的 健康 と 関連 し ， WFC へ の 対 処 行動 が

両 者の 関 連 を 緩衝 す る こ とが 先 行 研 究に お い て 示さ れ て い る（ 加 藤 ほ か ,  2018）。 し か しな が ら，

WFC 対 処 行 動を 促 進 す る 心理 的 要 因 に着 目 し た 研究 は 十 分 に蓄 積 さ れ てい な い 。 本研 究 で は ，ア ク

セ プタ ン ス お よび 価 値 に 沿っ た コ ミ ット メ ン ト が， WFC と WFC 対 処 行動 お よ び 精神 的 健 康 の関 連

に おい て 調 整 的役 割 を 果 たす か を 検 討す る こ と を目 的 と し た。  

子 育て 中 の 共 働き 労 働 者 1 ,143 名 （ 男 性 568 名 ，女 性 575 名 ， M = 41 .39±10.99） を 対 象 に ，

WFC と そ の 対処 過 程 に お ける 心 理 的 柔軟 性 の 役 割を 検 討 し た。 調 査 項 目は ， WFC， WFC 対 処 行動

（ 夫婦 役 割 調 整・ 家 族 役 割調 整 ・ 家 庭役 割 充 実 ・仕 事 役 割 低減 ）， ア ク セプ タ ン ス ，価 値 に 沿 った コ

ミ ット メ ン ト （仕 事 ・ 家 族・ 余 暇 の 領域 ）， 精 神 的健 康 で あ る。 収 集 し た 1,143 名 分 のデ ー タ につ い

て ，欠 損 値 の 確認 お よ び スク リ ー ニ ング を 実 施 した 。 ス ク リー ニ ン グ にあ た っ て は， 自 由 記 述の 内

容 を精 読 し ， 研究 目 的 へ の適 合 性 を 判断 し た う えで コ ー デ ィン グ を 行 った 。 ま た ，判 定 の 信 頼性 を

確 保す る た め 、複 数 名 に よる 照 合 ・ 修正 作 業 を 実施 し た 。 その 後 ， 分 析と 考 察 を 実施 し た 。  

共 働き 労 働 者 の精 神 的 健 康と の 関 連 を検 討 し た とこ ろ ， WFC は 有 意 な 中程 度 の 負 の相 関 を 示 し

た 。一 方 ， ア クセ プ タ ン スお よ び 価 値に 沿 っ た コミ ッ ト メ ント は 有 意 な中 程 度 の 正の 相 関 を 示し て

お り， こ れ ら の心 理 的 資 質が 精 神 的 健康 の 維 持 と関 連 す る こと が 示 さ れた 。 WFC 対 処 行 動 に つい て

も 精神 的 健 康 との 有 意 な 相関 が 確 認 され た が ， その 相 関 係 数は 小 さ な 値に と ど ま った 。  
精 神的 健 康 を 目的 変 数 ， WFC を 説 明変 数 ， WFC 対 処 行 動を 媒 介 変 数 ， アク セ プ タ ンス お よ び 価

値 に沿 っ た コ ミッ ト メ ン トを そ れ ぞ れ調 整 変 数 とす る 調 整 媒介 分 析 を 実施 し た 。 その 結 果 ， WFC 対

処 行動 に 対 す る WFC と 両 調整 変 数 の 交互 作 用 は いず れ も 有 意で あ っ た 。ま た ， WFC 対 処 行 動 と精

神 的健 康 の 関 連に 対 し て も， 両 調 整 変数 と の 交 互作 用 が 有 意で あ っ た 。さ ら に ， アク セ プ タ ンス お

よ び価 値 に 沿 った コ ミ ッ トメ ン ト が 高い 条 件 （ +1SD） に おい て の み ， WFC か ら 対処 行 動 を 経 て精

神 的健 康 に 至 る有 意 な 間 接効 果 が 確 認さ れ た 。 この 結 果 は ，ア ク セ プ タン ス や 価 値に 沿 っ た コミ ッ

ト メン ト が 高 い個 人 ほ ど ， WFC を 感じ な が ら も 対処 行 動 を とり や す く ，そ れ が 精 神的 健 康 の 維持 に

つ なが る と い うプ ロ セ ス を支 持 す る もの で あ る 。  
WFC 対 処 行 動は ， 夫 婦 役 割調 整 ・ 家 族役 割 調 整 ・家 庭 役 割 充実 ・ 仕 事 役割 低 減 の 4 因子 か ら 構成

さ れる 。 ア ク セプ タ ン ス はこ れ ら 4 つ の因 子 す べて と 有 意 な関 連 を 示 して お り ， WFC へ の 対 処行 動

全 般の 促 進 に おけ る 広 範 な役 割 が 示 唆さ れ た 。 一方 ， 価 値 に沿 っ た コ ミッ ト メ ン トに つ い て は， 領

域 ごと の 差 異 が認 め ら れ た。 家 族 領 域に お け る 価値 の 明 確 化は ， 夫 婦 役割 調 整 ・ 家族 役 割 調 整・ 家

庭 役割 充 実 と の有 意 な 関 連を 示 し た が， 仕 事 役 割低 減 と の 関連 は 確 認 され な か っ た。 こ の 結 果は ，

家 族関 係 に お ける 価 値 が 明確 化 さ れ てい る 者 は ，家 庭 内 で の役 割 調 整 や充 実 に 向 けた 具 体 的 な行 動

と 結び つ き や すい こ と を 示唆 し て い る。  
以 上の 結 果 を 総合 す る と ，心 理 的 柔 軟性 の 構 成 要素 で あ る アク セ プ タ ンス お よ び 価値 に 沿 っ たコ

ミ ット メ ン ト は， WFC 対 処行 動 を 促 進し ， 精 神 的健 康 の 維 持に 寄 与 す る可 能 性 が 示さ れ た 。 特に ，

ア クセ プ タ ン ス は WFC 対 処行 動 の 広 範な 促 進 に 関与 す る 一 方， 価 値 の 明確 化 は 対 処行 動 の 内 容に よ

っ てそ の 影 響 が異 な る こ とが 明 ら か とな っ た 。 これ ら の 知 見は ， ACT の理 論 的 枠 組 みを 職 場 や 家庭

場 面へ 応 用 す る上 で の 基 礎的 根 拠 を 提供 す る も ので あ り ， 共働 き 労 働 者 の WFC 支 援 に おい て 心理 的

柔 軟性 を 高 め るア プ ロ ー チの 有 効 性 を支 持 す る もの と 考 え られ る 。  

 

【研究成果発表方法】 
「 子育 て 中 の 労働 者 に お ける ワ ー ク ・フ ァ ミ リ ー・ コ ン フ リク ト の 対 処過 程 ― ア クセ プ タ ン スと 価

値 に沿 っ た コ ミッ ト メ ン トに 着 目 し て― 」， 日 本 認知 療 法 ・ 認知 行 動 療 法学 会 第 25 回 大 会抄 録 集，

224 頁， 2025 年 。  

今 後， 認 知 行 動療 法 研 究 に投 稿 予 定 であ る 。  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


